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第１章 大子町が目指す姿

１ まちづくりの基本姿勢
総論に基づき、これからの本町のまちづくりにおいて、すべての分野にわたって基
本とする姿勢を次のとおり定めます。

安全性や利便性、快適性をはじめ、町の魅力や住み心地の総合的なレベ
ルアップを図り、本町に住んでいること、本町に移り住むことを誇りに思
えるまちづくりを進めます。

『住むことを誇れるまち』をつくる。
１

暮らしの基盤となる地域経済の維持・発展を重視し、観光・交流と農業を
柱とした多様な産業活動を積極的に支援し、町民が経済的に豊かに暮らせ
るまちづくりを進めます。

『地域経済の維持・発展』を支える。
２

町民同士のつながり、町民・町民団体・民間企業・大学等と行政との連携・
協働体制の強化を進め、オール大子町でまちづくりを進めます。

『オール大子町』で進める。
３



基本構想

第
１
章

第
２
章

31

２ 将来像
将来像は、本町の特性・資源や時代の流れ、町民の声、町発展への主要課題、そして
まちづくりの基本姿勢を総合的に勘案した上で、本町が目指す姿を内外に示すもの
です。
すべての分野にわたって、美しい自然や魅力ある観光・交流資源、特色ある農業、人
情味豊かな町民性をはじめとする本町ならではの特性・資源を生かしながら、住むこ
とを誇れるまちづくり、地域経済の維持・発展を支えるまちづくり、オール大子町に
よるまちづくりを進めます。
そして、これらによって、町民一人ひとりが豊かに暮らすことができ、多くの人々
が訪れる、奥久慈に輝く日本一幸せな大子町をつくっていくという想いを込め、将来
像を次のとおり定めます。

豊かな資源をつむぎ　人々が豊かに暮らし、訪れるまち
奥久慈に輝く日本一幸せなＤＡＩＧＯ

国道118号線バイパス
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第２章 計画の体系と方針

１ 計画の体系
将来像の実現に向け、計画の体系を次のとおり定めます。

分野目標 施策項目

①消防・防災
②防犯・交通安全・消費者対策
③環境・エネルギー
④ごみ処理
⑤上水道・生活排水処理

安全・安心・快適な
だいご
【生活環境分野】

１

①保健・医療
②高齢者支援
③障がい者支援
④地域福祉
⑤国民健康保険・国民年金等

健やかでやさしい
だいご
【保健・医療・福祉分野】

２

①観光・交流・情報発信
②農業
③林業・森林保全
④商工業・企業誘致
⑤雇用対策

豊かでにぎわい
あふれるだいご

【産業分野】

３

①子育て支援
②学校教育
③社会教育
④文化芸術・文化財
⑤スポーツ

明日を担う人を
育むだいご
【子育て・教育・文化分野】

４

①土地利用・市街地整備
②道路・公共交通
③デジタル化
④住宅、移住・定住

未来への基盤が
整っただいご
【都市基盤分野】

５

①大学との連携・国際交流
②人権尊重・男女共同参画
③コミュニティ
④町民参画・協働
⑤自治体経営

みんなでつくる
だいご
【協働・行財政分野】

６
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２ 分野目標ごとの方針

あらゆる危機に強い安全・安心なまちづくりを進めるため、過去の災害から得た
教訓を生かし、消防・防災体制の一層の強化、浸水被害防止のための治水対策の促進
を図るほか、高齢者の急増など近年の環境変化を踏まえた防犯・交通安全・消費者対
策を進めます。
また、町民がずっと住みたくなる、町外の人が移り住みたくなる、美しく快適な生
活環境づくり、「ゼロカーボンシティ」の実現に向け、総合的な環境・エネルギー対策
やごみの減量化・資源化を進めるほか、町民生活に一日も欠かせない安全でおいしい
水の安定供給、生活排水の適正処理のための合併処理浄化槽の普及促進を図ります。

（１）安全・安心・快適なだいご　【生活環境分野】

①消防・防災
②防犯・交通安全・消費者対策
③環境・エネルギー
④ごみ処理
⑤上水道・生活排水処理

人生100年時代を見据え、町民一人ひとりが生涯にわたって活躍し、幸せに暮ら
すことができるよう、町民主体の健康づくりの促進を基本に、疾病予防・重症化予防
に向けたきめ細かな保健サービスを提供するとともに、医師の確保に向けた取り組
みや医師会との連携等により、地域医療体制の充実に努めます。
また、高齢者や障がい者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができる
よう、介護・福祉サービスの充実や社会参加・生きがいづくりの促進に努めるほか、
地域住民誰もが自分のこととして支え合う地域福祉活動の促進に努めます。

（２）健やかでやさしいだいご　【保健・医療・福祉分野】

①保健・医療
②高齢者支援
③障がい者支援
④地域福祉
⑤国民健康保険・国民年金等
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観光・交流人口の拡大と観光・交流から移住への展開を見据え、多彩な観光・交流資
源のさらなる魅力化、情報発信の充実等により、観光・交流機能の強化を図ります。
また、特色ある農業のまちとして、多様な担い手の育成・確保や農産物のさらなる
ブランド化の促進をはじめ、多面的な農業振興施策を推進するとともに、森林の適
正管理・整備を促します。
さらに、町のにぎわいと活力の再生・創造に向け、市街地整備と連動した商店街の
環境整備、商工業事業所の経営の継続・安定化の支援、新たな企業や事業所の立地促
進、起業の促進に努めるほか、これらの産業振興施策と連動し、雇用の確保・拡大に
向けた取り組みを進めます。

（３）豊かでにぎわいあふれるだいご　【産業分野】

①観光・交流・情報発信
②農業
③林業・森林保全
④商工業・企業誘致
⑤雇用対策

町の宝である子どもが一人でも多く生まれ、健やかに育つよう、「こども家庭セン
ター」の設置のもと、結婚から妊娠・出産・子育てに至る切れ目のない支援を一層推
進します。
また、子どもたちが生きる力を身につけ、明日を担う「人財」として成長すること
ができるよう、中学校の適正配置を進めるとともに、コミュニティ・スクールの充実
をはじめ、学校教育環境の充実を図ります。
さらに、町民が生きがいに満ちた暮らしを送ることができるよう、生涯にわたっ
て自ら学び、その成果を生かせる学習環境・読書環境の整備、町民主体の文化活動・
スポーツ活動の促進に努めます。

（４）明日を担う人を育むだいご　【子育て・教育・文化分野】

①子育て支援
②学校教育
③社会教育
④文化芸術・文化財
⑤スポーツ
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未来を見据え、計画的な土地利用を推進するとともに、「大子まちなかビジョン」に
基づき、災害に強く、にぎわいのある、魅力ある市街地環境の整備を進めます。
また、町民の利便性・安全性の向上、町全体の活性化に向け、国・県道の整備促進や
町道の整備、ＡＩ乗合タクシーをはじめとする公共交通の充実、行政及び地域におけ
るデジタル化を進めます。
さらに、安全で快適な住宅・住環境の確保に向けた取り組みを進めるほか、これら
の住宅施策と連動し、空き家バンクや移住相談の充実、経済的支援の推進など、移住・
定住を直接的に支援する施策を推進します。

（５）未来への基盤が整っただいご　【都市基盤分野】

①土地利用・市街地整備
②道路・公共交通
③デジタル化
④住宅、移住・定住

町の活性化や人材の育成、関係人口の拡大に向け、大学との連携や台湾との連携・
交流を推進するとともに、人権尊重社会・男女共同参画社会の形成に向け、意識啓発
や環境整備を進めます。
また、支え合い助け合う地域づくり、地域住民自らによる地域課題の解決に向け、
行政区の自主的な活動への支援を行うとともに、地域における多様な主体がともに
公共を担うまちづくりに向け、町民や町民団体、民間企業等の積極的な参画・協働を
促進します。
さらに、自治体経営の一層の効率化を進めるため、さらなる行財政改革の推進や
公共施設の総合的な管理、広域連携の強化を図ります。

（６）みんなでつくるだいご　【協働・行財政分野】

①大学との連携・国際交流
②人権尊重・男女共同参画
③コミュニティ
④町民参画・協働
⑤自治体経営
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第７次大子町総合計画「だいご未来ビジョン2027」総論・基本構想の構成

❶ 奥久慈の雄大で美しい自然環境・景観
❷ 多彩で魅力ある観光・交流資源
❸ おいしい特産品を生み出す特色ある農業
❹ 充実した子育て・教育環境

❺ 安心して暮らせる保健・福祉環境
❻ やさしく人情味豊かな町民性
❼ 着実に進む未来への基盤づくり

生かすべき特性・資源

❶ 自然と共生する安全・安心・快適な生活環境の整備
❷ 町民が生涯活躍できる健康・長寿のまちづくり
❸ 観光・交流と農林業を柱とした活力ある産業の育成

❹ 子育て支援の充実と特色ある教育・文化行政の推進
❺ 町の持続的発展を支える都市基盤の整備
❻ 多様な主体の力の結集と自治体経営のさらなる効率化

最重要課題 人口減少問題への対応

大子町発展への主要課題

まちづくりの基本姿勢

将来像

計画の体系

豊かな資源をつむぎ　人々が豊かに暮らし、訪れるまち
奥久慈に輝く日本一幸せなＤＡＩＧＯ

『住むことを誇れるまち』をつくる。 『地域経済の維持・発展』を支える。 『オール大子町』で進める。

❶ さらに高まる安全・安心への意識
❷ 加速する少子高齢化・人口減少
❸ 厳しさを増す地方の産業・経済と雇用情勢
❹ 求められる脱炭素社会の実現
❺ 重要性を増す共生社会づくり
❻ 急速に進むデジタル化による社会の変革
❼ 求められる地方の自立と住民参画・協働
❽ 広がるＳＤＧｓの達成に向けた取り組み

対応すべき時代の流れ
町への愛着度と今後の定住意向

町の各環境に関する満足度と重要度

今後のまちづくりの特色
“愛着を感じている” 76.7％
“住みたい”    71.3％

［満足度が高い項目］
第１位　水道の整備状況
第２位　消防・救急体制
第３位　ごみ処理体制

[満足度が低い項目]
第１位　企業誘致に関する取り組み
第２位　雇用対策
第３位　土地利用の状況

[重要度が高い項目]
第１位　水道の整備状況
第２位　医療体制
第３位　消防・救急体制

第１位　安全・安心のまち
第２位　健康・福祉のまち
第３位　商工業のまち

反映すべき町民の声

①消防・防災
②防犯・交通安全・消費者対策
③環境・エネルギー
④ごみ処理
⑤上水道・生活排水処理

安全・安心・快適な
だいご

①子育て支援
②学校教育
③社会教育
④文化芸術・文化財
⑤スポーツ

明日を担う人を
育むだいご

①保健・医療
②高齢者支援
③障がい者支援
④地域福祉
⑤国民健康保険・国民年金等

健やかでやさしい
だいご

①土地利用・市街地整備
②道路・公共交通
③デジタル化
④住宅、移住・定住

未来への基盤が
整っただいご

①観光・交流・情報発信
②農業
③林業・森林保全
④商工業・企業誘致
⑤雇用対策

豊かでにぎわい
あふれるだいご

①大学との連携・国際交流
②人権尊重・男女共同参画
③コミュニティ
④町民参画・協働
⑤自治体経営

みんなでつくる
だいご
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